手押し車（バギー）について

 
 
       手押し車（バギー）は歩行自立の支援に役立つ一方で、使用方法や依存度によっていくつかの弊害が考えられますので以下のことに注意してください。
 
バランス感覚の発達や学習の遅れ: 手押し車を頻繁に使用すると、歩行時の自然なバランス感覚や体重移動を学ぶ機会が減少する可能性があります。
 
筋力不足や低下: サポートがある分、脚や体幹の筋力が十分に鍛えられないことがあり、最終的に歩行自立が遅れる要因となる場合があります。
 
姿勢への影響: 手押し車を押す際、前傾姿勢になることが多く、それが長期的に悪い歩行姿勢の癖に繋がることもあります。
 
安全性の問題: 手押し車が思いがけず速く動いたり、段差や障害物に引っかかった場合、転倒のリスクが高まる可能性があります。
 
使用後の移行問題: 手押し車に慣れすぎると、それを手放した際に自立歩行への移行がスムーズに行かないことがあるかもしれません。
 
このため、手押し車の使用時間を適切に管理し、基本的なバランスや筋力訓練を併用することが重要です。また、各個人の発達段階に合わせた適切な支援具の選択が必要となります。どうすればより効果的な使い方ができるか当院のリハビリ職員にご相談ください。
 
 
 
 
高齢者の方へ
 
  高齢者が手押し車（バギー）を使用する場合、歩行のサポートとして役立つ反面、以下のような弊害が考えられます。
 
依存性の増加: 過度に手押し車に頼ることで、本来の体力や筋力の衰えが進む可能性があります。特に日常的な筋肉の使用が減ることで、歩行能力が低下するリスクがあります。
 
姿勢の問題: 手押し車を押す際、前屈みの姿勢になることが多く、これが慢性的な腰痛や姿勢の悪化につながることがあります。
 
安全面のリスク: 道路の段差や狭い場所での転倒、ブレーキの操作ミスなどにより事故が起きる可能性があります。特にエスカレーターや急な坂道での使用は注意が必要です。
 
心理的影響: 手押し車の使用が「自分はもう自立して歩けない」という認識を強める場合もあり、心理的な自信低下を招くことがあります。
 
社会的制約: 公共交通機関や狭い商業施設内での移動が難しい場合があり、外出の頻度が制限されることも。
 
これらのリスクを軽減するためには、利用者に合った手押し車の選定、正しい使い方の指導、筋力トレーニングなどの補完的なサポートが重要です。また、家族や介護者との協力で安全かつ快適に利用できる環境を整えることも大切です。
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